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安全上のご注意 必ずお守りください

取扱説明書
（工事説明付）

■この説明書と保証欝をよくお読み

　のうえ、正しくお使いください。

ぎ2欝糠鮎鰐なと・
　保証書は必ず「お買い上げ日・販売

　店名』などの記入を確かめて、販

　売店からお受け取りください。

露W》ダ7225’

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを♪次のように説明

しています。

田表示内容を無視して誤った使い方をしたとぎに生じる危署や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

告
『
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警
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ム
ム

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能桝が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」

内容です。

保証書別添付

目お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

　（ド記は絵表示の一馳ですo）

△　　　　　　　　　　このような絵籔示は、気をつけていただきたい1注意喚起」の内容です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

（i）　　このよう轍融してはい1ナなし、r馴の内容職

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　’き浅6’＝’書
　　　　　　　　　　このような絵表示は、助ず実行していただく「鐙制」の内窃です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　9・’・く
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このたびは、パナソニック屋内水平垂直回転台をお買い上げいただきまして、

まことにありがとうございました。
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上手に使って上手に節電

工事は販売店に依頼する

①
　　　工事には技術と経験
　　　が動要です。火災、

　　　感電、けが、器物損
　　　壊の原因となります。

●必ず販売店に依頼してくださ
い。

屋内用を屋外に
設置しない

　　　屋内再用機器を、屋
　　　外に設置すると雨な
　　　どで取り付け部が劣
禁止化し、落下などの事

　　　赦の原因となります。

塩害や腐食性ガスの発生
する場所に設置しない

○
　　　取付部ガ劣化して、
　　　落下などの事故の原
　　　因となります。
禁　止

重量に耐える場所に
取り付ける

　　　取付場所の強度か不
　　　十分なとき、落下や
　　　転倒などで、けがの
　　　原因となります。

●取付場所を補強してください。

分解しない、改造しない

①
　　　火災の原因となりま
　　　す。

分解禁止

●修理や点検は販売店にご連絡
ください。

回転動作中は、

本体部に手を触れない

△
　　　回転部に指をはさみ、

　　　けがの原因となりま
　　　す。　　噛
指に注意
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安全上のご注意 必ずお守りください

あるときは、
〆
定 期的に点検をする

用をやめる

煙が出る、臭いがす

る、水や異物が入つ

だ、箔として破損レ

0　　　取付部が劣化すると、

　　　落下などでけがの原
　　　因となります。

たなど、火災の原因
となります。

に電源を切り、販売店 ●点検は販売店に依頼してくだ

衷絡ください。 さいo

　　’

設置上のお願い 「安全上のご注意』とともに、よくお読みください。

制限重量を超えた機器を
搭載しない

　　　　制限重量を超えると、

　　　　　落下などでけがの原

　　　　　閃となりますD

禁止

●積載重璽を守ってくださいo

饗
お手入れのときはコント
ローラーの電源を切る

△
　　　　指をはさみ、けがの
　　　　原因となります。

指に注意

■使用周囲温度は

　50℃以上の暑い所や一10℃以

　下の寒い所では内部の部品に

　悪い影響を与えますので、さ

　けてくださいo

　
〃

塩鰍灘rのとこ紳

●積載重量は

　最大積載重量は3kgでサ。総

　重量が3kgを超える場合は使

　用できません。

■取付ねじは別途ご用意くださ

　いo
　回転台取付台（WV－7D30）

　に取付けない場合は、本機を

　取付けるねじは付属されてい

　ませんので別途ご用意くださ

　い。取付場所の材質構造と総

　重量を労慮してお選ぴくださ

　いo

、郵

■この屋内水平垂直回転台
　［WV・7225］を

　直接制御する場合はリモート

B：6台用］とリレーボック
　ス［WV－7435］をお使いく
　ださい。

■機器の組み合わせについて

　機器の組み合わせには制限があります。
　定格、外観寸法図をよく確認してから接続してください。

　詳しくは販売店にご相談ください。

■厨房など蒸気や油分の多い所での使用は避けてく

　ださいo

■手でケースがはずせるようになって

　いますので、ケースのみを持って本

　体をぶら下げないでください。

鵠

使用上のお願い
■清掃は、乾いたやわらかい布

　で

　ケース外部の汚れは乾いた布

　でふいてください。汚れがひ

　どいときは水で布をしめらす

　か、台所期洗剤を少し布にっ

　けてふき、あとはカ〉らぶきし

　てぐださい・ベンジンやシン
　ナーなどの溶剤や殺虫剤をか

　けたりするとケースが変形、

　変色することがありますから、

　使用しないでくださいワ

　化学ぞうきんをご使用の際は、

　その注意書きに従ってください。

Fヂ

’
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各部の名称と働き

この回転台は天井付けあるいは回転台取付台（WV－7030）に取付けて壁面でもご使用いただけ

ますが、必ず水平なところに取付けてください。

カメラ。ハウジング取付台
　テレビカメラやハウジングを取付‘ナます。

　　　　　　　　　　　　＼
ハウジング回リ止めピン穴

ハウジング取付穴

カメラ回り止めピン

カメラ取付ねじ

ズーム用4Pコネクタ
（ハーシ昌マン4P）

電動ズームレンズのケー

ブルを擾続します。

建寸

働

同軸コネケタ

　　（BNC接栓
V表示＝カメラの

出カヘ接統し訳す

S表示；カメラの

LOCKへ接統しま
（外部同期をかけ

乱

潅
＼

鶴

／！

カメラ電源ケー

AC24Vテレ1ノカメラに
接続します。

水平回転角度調整ねじ
　調整範囲20。～340。

＼／一

ノβ、
’　、ノ
監　　1
　　7ゐ

垂直回転角度調整ねじ
　調鞍範囲．卜下45“

回転台取付用べ一ス押え

回転台取付穴
回転台を取付ける穴（2一φ8．5）

です。回転台取付台（WV－7030）を

使用しない場合、取付けねじは別

途ご用意ください。

回転台取付け時には、まず先にベース抑えをねじ

止めし、回転台本体をひ・2かけてから他の2箇所

で全f本を固定しますり

　ぺ一スリヤケース取付けねじ

　　　認

！

ベースリヤケース

接続端子

　ベースリヤケースを外すと・中に

　接続端チがありまり。

制御用端子

瓢源線■一

を接影篭しまづu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

2　4　0　81012
o　o

場，潟！

1

卍　　　　　王十 O　O

1
一
ム
レ ンズの制御線 ＆δ

レビカメラの電源線 、　3　5　7　9　1、
O　　o

すu

◎　　　o o㊥ ㊥

8DCCQM1 ① う

取付けかた

本機の工事は、必ず販売店に依頼してください・また、工事の場合は

必ず電源を切って工事を行ってください。

■回転台の取付けかた

●ベースリヤケースの取外し、取付けかた

　①取付ける前にベースリヤケースを取外してくださ

　　いo

　取付けねじを外し、ケースを水平後方に引いて取

　外してくださいo

②取付け配線後、ベースリヤケースを再び取付けま

　す。

　ベース金具の曲げ部分にケース両側の溝がはまる

　ようにスラィドさせね じで固定します。

●直接天井などに取付ける場合

　①右の寸法図¢）穴位置にマーキンク“します。

②取付けねじ用の穴およぴ通線穴を開けますb

　夫井か1う通線する場合は、斜線部‘こ通線穴を開け

　ます。回転台外部から遁線する場含は、ペースリ

　ヤケースの斜線部をカッターなどで切り取ってく

　ださいo

③回転台を取付けますq

　べ一ス押えを先にねじ止めし、回転台ペース金其

　前側の長穴にひっかけ忌す。次に後側2箇所をね

　じで止めます。

　　　（取付穴の内径はφ8，5です）

お駆い

取付ねじは付属されていません。天井の構造・材

質に合わせ、別途ご用意ください。

●取付台（WV－7030）に取付ける場合

　べ一ス押えを先にねじ止めし、回転台ペース金具の

　前側の長穴にひっかけます。次に後側2箇所をねじ

　止めします。

6

　　　　ペース金具
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’■テレビカメラの取付けかた

●レンズを取付けたテレビカメラを取付部のカメラ回り止

　めヒ’ンに合オっせて・カメラ取｛寸ねじを挿1して『固定します。

薩藁講饗聯〕

■カメラハウジングの取付けかた

●屋内力メラハウジングWV－7110Aを取
　　付ける場合

①カメラ回り止めピンをA泣置より外し、B位置へ

　取付けます。

②カメラ取付けねじを外し長穴よりカメラを圓定づ

　る。（前側の止め穴を使用しτください。）

③カメラハウジングを取り付けます。

o屋内力メラハウジングWV－7120Dを取
　付ける場合

①カメラ回り止めピンをA位醒より外i．．C位置へ取

　付けます。

②回転台のカメラ取付けねじでカメラハウジングを

　取・1寸‘ナます’o

（⑦カメラ・ハウジングを取付けた後、テレビカメラを

　ハウジングに取付けてください。

＿お願い　　　　　　　　　　　　　　　、

隆1難塾搬二嗣

7

　
　
0

　
　
ひ
含

　
　
磯

カメラ取付ねし

織

　　　　　　　　　　カメラ取付ねじ

　　　　＼

　　　’

接続のしかた
’
■ リモートコントロールユニットとの接続

畠11椥ウ’四ブル

o大甥長距階〔L1，3
豪1贋縣

肇

調llケ騨プル
瞬大剋長運罵｛し21：
畏2轡嚴

7壷鱗登
7口識，，

魏器￥

WV・7330

　　　　モニタ

．是、

●接続中は電源を坊（OFF）にしておいてください。

●端子間をショートしないでください。

●接続終了織、リモートコントロールユニットの電源プつゲをACコンセント（AV⑩OV50／60Hz）に差

　し込んでくださいo

　お願い

●制御ケーブルの接続

レ　ン　ズ　の　種類 線数 慌　　鷺

固足焦点レンズ 7
端子8～11は使用

し、ない

普通の電勤ズームレンズま

たは目動絞り形電動ズーム

レンズ

（レンズに自動絞ゆ回路なし）

11

10

端子全部を使用す

る
端
子
9
破 用「
ない

自動絞り形電動ズームレンズ

（レンズに自動絞り回路内蔵）

　　　　　　　　　　　　一し　に付け換えてください。

しEFY1

AUTO3

DOW飼8

ACCD隅7

IRIS9

ZOOM11

WV．7225

1

0

　『2RIG隠丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

3
4UP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

5

←
6CAMεRA　　　　　　　　　　　　　　　　　6

7
8DCOOM　　　　　　　　　　　　　　　　　8

9
o・ 10FOCUS　　　　　　　　　　　　　　　昼0

11

12GND

WV・7330

o
2“IG卜『 2

コ

6UP 角
昌 一

　
〇

A 6c馬閉EE八 6 A

WV・7330

　　　しFFT

　　　R巴6トIT

　　　UP
　　　DOW円
　　　CA憎EnA

　　　ACCOM
　　　DCOOM
　　　巳a聖s

　　　FOCU3
　　　ZOOM
　　　GND

●使用できる電動ズームレンズの条件

・制御電圧、電流は石表に示しますD

・ズームレンズと回転台を結ぶケーブルの長さは約1mに

　してください。

●ケーブルの種類と延長距離

・表1はリモートコントu一ルユニ・71・（WV－7330）に定

　格電圧〔AClDOV）がかけられ・消費電力8・5WのAC24V
　用テレビカメラを接続した場合の最大延長距離です・

・延艮距離を延ばしたい場合は、端子7（DC　COM）に2

　本接続します。

・衰1以上に延長距離を延ぱしたい場含昧リレー制御用の

　1斥一ロント・一ルユニツト（WV嗣3QまたはWV－
　7490B：6台用）とリレーポックス（WV、7435）をお使

　いくださいo

一　■『TELE
制御電圧

一6VDC
制御電流

ZOOM

100mA以下

WIDE ＋6V　Dじ

FQCUS NEAR 一6VDC
FAR 十6V　DC

IRIS OPEN 一6V　DC
CLOSE ＋6V　DC

〔表1〕L1

断面図

（mm2）

抵抗値　　　　　最大延畏距離
（Ω／kn）　端子7に1本接続 縞子アに2本級硫

0．5 33．6　　　　　50m 70m
075 258　　　　80m 110m
0．9 21，7　　　　90m 140m

1．25 17．ユ　　　130m 180m
2．0 96　　　220m 300【【1

8
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♪

回転角度の調整
●同軸ケーブルの接続

・回転台の同軸ケーブル爪鵡子とモ蒜クテレビとの間

を同軸ケープルで接続しますo

・同軸ケーブルは延長距離に応じて選定してください。

①

●同軸ケーブルの種類と廼畏距離

畷2〕し2

（D同紬ケーブルの先端処理をします。

②シールド線をクランプします。

③芯線をねじ止めします。

・外部同期をとる場合EXT　SYNC

　側の端子に外部同期用

　の1司軸ケーブルを接統

　してVIDEO側の同軸
　ケーブルと・…芋者にクラ

　ンプしまづ9　　　　　　　　　　『伸
　　　　　　　　ビデオモニタヘ

畷2〕し2
条　　　　　　　件　　　　　3C・2V 5C・2V 7C。2V 10C－2V

禰償回路ノ』シ　受像機一補償器使用せぜ　　　250m 500m 6α）皿 8σOm
補償回路ナシ　受像機『補償器使用　　　　　500m
補償回跳付　受像機一補倣器使嗣せず．＿ 　　750m

　　　－1000～1250m

　1．000m
　一　　　　　　　　　　　　　　『　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

1250m～1500m

　1，250m

1．500～2，000m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一捕償回路付　　受像機一禰償器使用　　　750～1DOOm

・補償匝1路、補償器とも切換スイッチはL（還距躍）

用ですりくわしくはビデオ受像機の資料をごらんく

ださいP

・距離は最大値です。

③
②

3C－2Vは、強度．ヒ、配管配繰・空中線癒ど

に‘よ使用しないでください。

7C－2V以上の同軸ケーブルは直接同軸ケー

ブル用端子に接続できません。

水平回転角度覗整ねじ

　　　（左回転用）

垂直回転角度調整ねじ・

　（下回転用）

垂直回転角度鯛整ねじ

　（上回転用）

水平回転角度調整ねじ

　　　（右回転用）

＼／
450

　　　　／　　ー
ノ』慮 前

■電動ズームレンズの接続
・電動ズームレyズの適合条“1一（5ベージ）を参照し

　てください。

　圓転台にはズームレンズ用コネククー（ハーシ晶マ

　ン4Pコネクター：Mab4正00）が付いています。こ
　のコネクターに油含しない場合は、イて隅のコネ2ター

　（ハーシュマン4Pコネ”一：Ma34100）をお使

　いください。

・電動ズームレンズのケーブル（ハーシュマン4Pコネ

　ククー＝Mas41no）を回転台のズームレ・ンズ用コネク

　ターに接続し謙すQ

●コネクターの接続のしかた

　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　oocりM　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　，RIきζアィリλ，
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　F賦紬も“評一乃ヌ｝
　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　，ど研煕【ヌー’』》

ロテレビカメラの接続
●カメラ竃源ケーブルの接続
　回転台から直出しされているカメラ電源ケーブルを

　テレビカメラのAC24V端子に接続しますo

●同軸ケーブルの鍛続
　回転台から直出しされている同軸ケーブル（V表示）

　をテレビカメラの映像山力端子〔V肛）EO）に接続しま

　す。

　また、外部同期をとる場合はもう正本の同軸ケープ

　ル（S表示）を岡期入力端子〔GEN・LOCK〕

　に接続します。

　
き
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●水平回転角度の調整

①水平回転角度調終ねじをゆるめます。

②リモートコソトロールユニットの回転台制御ス

　イッチをRIGHTの方に傾けて右回転させ・必
　要なところまで回転台を同Lます。
　必要なところで回転を止め、水平回転角度調整

　ねじを左に少し揮しっけ、内部のマイクロスイッ

　チが「カチッ」という音がする位置でねじを固定

　します。

③リモートコントロールユニットの回転台制御ス

　イッチをLEFTの方に傾けて左回転させ、必要
　なところまで回転台を回しますo

　必要なところで回転台を止め、水平角度調整ね

　じを右に少し揮しっけ、内部のマイクロスイッ

　チが「カチッ」という音がする位置でねじを固

　定します。

④再度、左右の回転角度が適正かどうかを同じ方

　注で確めます。

最大340◎　　　　　　　最4、20。

命一悸
　後面　　　　　後面

・後面を通過する角度設定はできません。

●垂直回転角度a）調整

①乖直回転角度調整ねじをゆるめますh

②リモートコントロールユニットの回転台制御

　スイッチをUPの方に傾けて上回転させ、必
　要なところまで回転台を回します。
　必要なところで回転を止め、垂直回転角度調

　整ねじを上に少し押しつけ、内部のマイクロ

　スイッチが「カチ7」という音がする位置でね

　じを固定します。

③リモートコントロールユニットの回転台制御

　スイッチをDOWNの方に傾けてド回転させ、
　必要なところまで回転台を回します。

　必要なところで回転台を止め・垂直角度調整

　ねじを下に少し押しっけ、内部のマイク・ス

　イッチが「カチッ」とうう音がする位置でね

　じを固定します。

④再度、上下の回転角度が適疋かどうかを同じ

　方法で確めます。

上下最大
各妬。

ノ ノ

調整不可

。センター（水平〉からの角度股定しかできませんっ

願接続終了にあたって

テレビカメラの電源スイッテを入れま弧
リモートコントロールユニ7トの電源プラグを尾

源コンセンi・（AC100V）に差し込みます。

9

3，リモートコント・一ルユ昌ットの電源ス

　ィッテを入れます0

4、操作、言周整はリモートコントロールユニ
　　ットやカメラの取扱説明書に従ってくだ

　さいo
10
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使用モ、一夕：シンクp南スモ7李・　晃興，
＊平回旛遮慶：5DHz地域：約5．50ノ秒雪v

　　　　　閣簡60Hz地嬉二約6・60／砂・

、畳直回転遠度150匝地域駒2．8。／秒

　　　　　　　60Hz士也嚢或：約3．3。／秒

水平回転角度；20。～340。
垂颪回転角度＝よ45。（工場出荷晴上45。、下45D〉

量
麿
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3kg以下

：一10℃～十50℃

：178（櫛×197（貰さ〉X曾88（奥行）”

約3kg
ケース：ABS樹脂マンセル

　　　　5Y3／1近慨色．

カメラマウン’ト　；SPCC、・メラ

　　　　　　　ミレ焼付塗装

　　　　　　　マンセル10YR

　　　　　　　1／6近似色

■付属品

　ズームレンズ用4Pコネクター（ハーシ晶マンMaδ駈00）・ 4

ク
“し』

50　20

（唖
ベース押え一

保証とアフターサービス

1

（よくお読みください）

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

●修理は、サービス会社・販売会社のr修理相談窓［コ」

　へ1

ご
』課証書（別添付〕

　必味、お買い上げの販売店君らお買い上げ臼・販舜

　店名などの記入をお確かめのうえ受け取り、よくお

　読みのあと、大切に保管レてください。

保証期間：お買い上け目から1年間

唱修理を依頼されると青

　まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご

　適絡ください脅

の保証期間中は

　保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理さ

　せていただきますので、恐れ入りますが、製品に湶

　証書を添えてご特参ください‘

●保証期間を過ぎてrいるときは

　修理すれば籠用できる商品については、ご希望によ

　り有料で修理させていただきます。

便利メモ お買い上げ日 年 月 日 口
口口 番 WV－7225

おぼえのため

記入されると

便利です

販売店名
a（ ） 一

輪

松下電器産業株式会社

セキュリティ本部
〒223－8639横浜市港北区綱島東四丁目3番1号 電話　フリーダイヤル　0120－878－410

◎2003Ma量5ロ5hi臓日eotけc　lndus量rial　Co．，Ltd、AII　Rights　Reserved，

VUQA1938EN
NlO894（〕ヨ3
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各部の名前と働き

■前面

電源表示灯

■後面
一回転台制御スイツチ［UP／DOWN／RIGHTILEFT］

ズーム調整ボタン［ZOQMユ

　フオーカス調整ボタン［FOCUS］

　　　アイリス謂整ボタン［IRIS｝

羅嬉零暑

題源スイツチ
［POWER］

　　　デフロスタースイッチ
　　　〔DEFRQS’『ER］

　ワイパースイッチ［WIPER〕

カメラスイッチ〔CAMERA〕

操作のしかた

制御用端子

　　　力メラハウジング．テレビ
　　　電動ズームレンズの制御緑、
電源線を接続します。

ヒューズ

電源コード
直出しプラグ付

長さ約3m

定格・付属品
口定格
使用一場所；屋内
適　用　機　種＝「Panaβonic業務用AVシステム総合

　　　　　　　カタログ』をお読みください。

電　　　 源：AC100V50’60Hz

消費電力：最大135W（回転台、テレビカメラ、
　　　　　　　電動ズームレンズ、カメラハウジン

　　　　　　　グ、ワイパー）

電　　源　　出　　力；AC24V　　4．2A50／60Hz＝

　　　　　　　　テレビカメラ、回転台、カメラハ

　　　　　　　　ウジング、ワイパー用

　　　　　　　DC土6V；電動ズームレンズ用

コントロール；テレビカメラ、回転台、
　　　　　　　　　　　　　　　　　：ON’QFF　　　　　　　ワイパー、デフロスター

　　　　　　　回転台：LEFτ’RrGHT’UP／DOWN

　　　　　　　電動ズームレンズ：IRis’F㏄US尼00M

周
寸

質
仕

囲温度＝一10℃～＋50℃
　　　法＝2」Ol幅）×95（高さ》×1ア9｛奥行）mm

　　　　　　（ゴム足高さ7mm含む》

　量（霞最）：約3．6kg

■付属品
タイムラグ形ヒューズ［YWTLC－3A（3Al，YWTLC・5A（5A｝］　一各1

上 げ：前面パネル：アルミヘアーライン

　　　　　　アルマイト処理

　　カ　バ　ー：SPCO　レザートーン塗装

　　　　　　マンセル10GY4，5／1，5

　後　　面＝SPCC
　　　　　　亜鉛メッキクロメート処理

●すべての配線が終了した後・リモートコント0一ル

　ユ⊃ソトの電源プラグをAC100Vコンセントに差
　し込んでください。

1，電源スイッチをQNにします。

2．カメラスイッチ［CAMERA］を入れます（ON》。

3．回転台の制御は回転台制御スイツチで行います。

4、電動ズームレンズの制御はアイリス調整・フォーカ

　ス調整・ズーム調整スイッチを上げ下げして行いま

　す。

●WV・7155，7145を使用した場合は次の操作もでき
　ます。

1，前面ガラスが結露したリ凍結したりした場合は、デ

フロスタースイ・ソチ［DEFROSTER］を入れます。
　（ON）。

2．前面ガラスに雨滴がついた場合は．ワイパースイッ

チ［WIPER］を入れます（ON）。（WV－7155のみ）

●電源スイッチ　　●カメラスイッチ　●回転台の制御

匿喪塵・漸
　押す（ONにする）　　　　　　ON‘こする

●ズーム調整　　　　●フオーカス調整　●アイリス調整

　　　　TeIe　　　　　　　　　　Near　　　　　　　　　Open

　　　V》ide　　　　　　　　　　　　　Far　　　　　　　　　　　　　Close

●ワイパーの操作　　●デフロスタ操作

　　　　ONにする　　　　ONにする


